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 参考（１）  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 「常陽」質問管理表 

2022年 3 月 4日 

日本原子力研究開発機構 大洗研究所 高速実験炉部 

番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

1 32 炉心等 
― 第 254 回 

標準平衡炉心の平衡組成に関し、制限事項を決める際

の照射燃料集合体の装荷パターンに対する考え方を説

明すること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 4 

2 32 炉心等 
1 第 254 回 

標準平衡炉心に関し、制限事項を決める際の MK-Ⅲ炉

心から MK-Ⅳ炉心に至る移行過程の取り扱いについて

説明すること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 3 

3 32 炉心等 

― 第 254 回 

出力分担に関し、MK-Ⅱ、MK-Ⅲと比べ照射燃料集合体

の割合が小さくなっているが、核燃料物質の装填量を少

なくしているのではないか。その場合、核特性値は必ず

しも安全側とはならないのではないか。その他にも、炉

心構成によって、最大過剰反応度、制御棒価値、これら

に基づく反応度停止余裕も変動するが、厳しい条件とし

ているのか説明すること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 4 

4 32 炉心等 
― 第 254 回 

炉心の変更に当たり、原子炉冷却系統施設の冷却能力

を変更しないことで非安全側となることはないのか説

明すること。 

・第 341 回 資料 1-3 別紙 16 

5 32 炉心等 

2、3 
第 254 回 

第 257 回 

核特性に関し、炉心構成の幅と不確かさから変化範囲

を限定したとあるが、具体的な内容について説明するこ

と。制限値の設定根拠と妥当性を定量的に説明するこ

と。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

6 32 炉心等 5 第 254 回 
MK-Ⅲから変更した炉定数及び解析手法について、変更

の内容、理由及び影響について説明すること。 

・第 261 回 資料 1-3 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 7 

7 32 炉心等 
― 第 254 回 

炉内燃料貯蔵ラックに燃料が装荷された場合の影響に

ついて説明すること。 

・第 261 回 資料 1-3 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 6 

8 32 炉心等 ― 第 254 回 
制御棒の燃焼による制御棒のストローク曲線への影響

について説明すること。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

9 32 炉心等 
5 第 254 回 

核設計の信頼性に関し、MK-Ⅱ、MK-Ⅲの実測値をどの

ように設計に反映したか説明すること。また、照射燃料

・第 261 回 資料 1-4 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 8 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

集合体の装荷パターンにより実測値の不確かさも変わ

ると思うが、これらの包絡性についても説明すること。 

10 32 炉心等 
― 第 254 回 

燃焼補償、出力補償の反応度に関し、MK-Ⅲ炉心の実測

値を示すこと。 

・第 261 回 資料 1-4 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 8 

11 32 炉心等 
― 第 254 回 

制御棒の挿入位置が炉心の評価に及ぼす影響について

説明すること。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

12 59 原子炉停止系統 ― 第 254 回 
後備炉停止系に関し、様々な状態を想定した場合の制

御能力について、説明すること。 

・第 257 回 資料 1-3 

13 59 原子炉停止系統 
― 

第 254 回 

第 257 回 

後備炉停止系による高温停止に関し、最終的な停止ま

でのプラント挙動や対応について説明すること。 

 

14 53、59 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止、原子炉停

止系統 

― 第 254 回 

原子炉停止系統の独立 2 系統化に関し、同一構造であ

る制御棒、制御棒駆動系の共通原因故障の防止等、原子

炉停止機能の信頼性確保に関する考え方について、多角

的な視点で、幅広い事象を想定した上で、説明すること。 

・第 387 回 資料 1 

15 32 炉心等 5 第 257 回 
最大反応度添加率に関し、制限値と安全評価の関係を

例示すること。 

・第 261 回 資料 1-2 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 16 

16 32 炉心等 
― 第 257 回 

被覆管の熱設計基準値の設定に関し、設計応力強さ

（Sm）について、ASME を採用していることの妥当性を説

明すること。 

・第 261 回 資料 1-6 

・第 265 回 資料 1-2 別紙 2 

17 32 炉心等 ― 第 257 回 
被覆管の熱設計基準値の設定に関し、急速加熱バース

ト試験データの照射量依存性について説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

18 32 炉心等 

― 第 257 回 

被覆管の熱設計基準値の設定に関し、急速加熱バース

ト試験データ（FFTF データ等）で、「常陽」の過渡時の

設計許容応力に相当する熱設計基準値以下で破損して

いるデータの取扱いについて説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

19 32 炉心等 ― 第 257 回 
被覆管の熱的制限値の設定に関し、クリープ強度に対

する照射効果の影響について説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

20 32 炉心等 
― 第 257 回 

燃料の熱設計基準値の設定に関し、燃料融点 2720 ℃

の設定方法、及び O/M 比の設定、Am 含有率の設定根拠

について説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

21 32 炉心等 ― 第 257 回 
燃料の熱設計基準値の設定に関し、測定誤差の根拠を

説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

22 32 炉心等 ― 第 257 回 燃料融点の設定の保守性を実績値で示すこと。 ・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

23 32 炉心等 ― 第 257 回 工学的安全係数の内訳について説明すること。 ・第 265 回 資料 1-1 別紙 13 

24 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 13 第 257 回 

後備炉停止系の反応度制御能力に関し、多量の放射性

物質等を放出する事故の拡大の防止（以下「BDBA」とい

う。）の評価で過渡的な挙動を含めて説明すること。な

お、ULOHS の原子炉停止機能がないと仮定した場合の最

終的な炉停止についても、HTTR の議論も参考に考え方

を示すこと。 

・第 400 回 資料 1 

25 32 炉心等 
― 第 261 回 

反射体領域等へ装荷した材料照射用反射体に関し、炉

心への影響等について説明し、必要な制限を検討するこ

と。 

・第 265 回 資料 1-1 

26 32 炉心等 ― 第 261 回 
制御棒の配置に関し、配置が固定であれば、配置を限

定する記載とすること。 

・第 265 回 資料 1-1 

27 32 炉心等 
5 

第 261 回 

第 265 回 

核設計・熱設計・機械設計に関し、設工認申請段階の

評価項目や評価方法、結果等について説明すること。 

・第 309 回 資料 1-1 別紙 10、13 

・第 341 回 資料 1-3 別紙 16 

28 32 炉心等 
16 第 261 回 

設計応力強さ（Sm）の設定に関し、ASME よりも緩和し

ている点について、その根拠（照射データ等を含む。）

を明示すること。 

・第 309 回 資料 1-1 別紙 8 

29 32 炉心等 
― 第 265 回 

第 32 条第 1 項への適合性に関し、規則解釈の「予想さ

れる全ての運転範囲」に対して、途中出力の取扱いにつ

いて説明すること。 

・第 269 回 資料 1-1 別紙 18 

30 32 炉心等 
― 第 265 回 

第 32 条第 3 項への適合性に関し、規則解釈の燃料被覆

管による閉じ込め機能及び制御棒の挿入性の確保につ

いて説明すること。 

・第 269 回 資料 1-1 別紙 21 

31 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、高速炉の安全上の特徴を踏

まえて（海外炉の事故事例を含めた最新知見の反映を含

む。）事象想定の妥当性を説明すること。 

 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 2 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

32 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、各事象と安全評価で機能す

る安全施設との関係を説明すること。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 3 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

33 13 運転時の異常な過渡 ― 第 265 回 第 13 条への適合性に関し、事象の初期状態や事象進展 ・第 269 回 資料 1-2 別紙 9 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

（事象の進展過程における安全機能の喪失の想定の妥

当性を含む。）を説明すること。 

 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 15 

34 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、スクラム反応度について制

御棒の挿入開始位置の設定の保守性を説明すること。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 5 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 5 

35 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、反応度係数の設定の保守性

を含め、標準平衡炉心が対象ではなく、運用される全て

の炉心を包絡する条件での評価であることを説明する

こと。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 9 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 15 

36 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 
第 265 回 

第 299 回 

第 13 条への適合性に関し、解析コードについてその妥

当性を説明すること。 

 

37 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

31 第 269 回 

設計基準事故の想定から燃料スランピング事故を削除

した理由としている技術的見地等の具体的な説明をす

ること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 2 

38 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

31 第 269 回 

運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故の事象選定

に当たり、炉心への影響に係る圧力の異常について、起

動時も考慮して抜けがないことを説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

39 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

単一故障の仮定に当たり、制御棒の異常な引抜き事象

では、1 ループのポニーモータ引継ぎ失敗を仮定してい

ないことについて説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

40 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

１次主循環ポンプ軸固着事故にのみ単一故障として、

逆止弁の開固着を仮定していることについて説明する

こと。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 3 

41 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

逆止弁の開固着時のコーストダウンについて説明する

こと。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 11 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 11 

42 12、13 安全施設、運転時の

異常な過渡変化及び 32 
第 269 回 

第 287 回 

放射能閉じ込め機能に関し、構築物、系統及び機器の

多重化の具体的な内容について説明すること。その他の

重要安全施設についても同様とする。 

・第 299 回 資料 1-2 別紙 2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

設計基準事故の拡大

の防止 

43 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

原子炉保護系の応答時間に関し、動作時間の実測デー

タ、検証結果について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 4 

44 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 ― 第 269 回 

冷却材流路閉塞事故に関し、局所閉塞による燃料破損

と核分裂生成物ガスジェット衝突による影響評価の関

係、及び燃料破損検出系による破損の検出と原子炉スク

ラムに関する事象進展と猶予時間について説明するこ

と。 

 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 13、別

紙 14 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 13、別

紙 14 

45 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

未臨界状態からの制御棒の異常な引抜き事象に関し、

制御棒の挿入パターンについて説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 8 

46 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

出力運転中の制御棒の異常な引抜き事象に関し、反応

度添加率が大きい方が必ずしも厳しい結果を与えるわ

けではないことから、反応度添加率として 5￠/ｓを想

定した考え方について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 10 

47 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

１次冷却材漏えい事故に関し、破損箇所と破損面積の

想定について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 12 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 12 

48 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

29 第 269 回 

運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故に当たり、

途中出力から評価した場合に厳しいものがないか説明

すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 9 

49 32 炉心等 ― 第 269 回 
出力ピーキング係数に関し、燃料集合体を 75 体とした

場合について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-1 別紙 10 

50 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

崩壊熱の評価に関し、燃焼期間・燃料重量の具体的な

数値を明示すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 7 

51 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事
― 第 281 回 

各事象の評価における燃料状態の設定の考え方につい

て整理して説明すること。また、ドップラ反応度等に関

・第 299 回 資料 1-3 別紙 8 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

故の拡大の防止 し、燃料状態の設定の影響についても説明すること。 

52 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

 

― 第 281 回 

出力上昇型の事象における実効遅発中性子割合の評価

の不確かさの影響について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 6 

53 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

Ｓｕｐｅｒ－ＣＯＰＤに関し、その解析モデルを説明

すること。その際には、熱出力の変更に伴う燃料の組織

変化の影響をどのように評価で考慮しているのか説明

すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 9 

54 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

事象のタイプごとに反応度係数の組み合わせの考え方

を整理して説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 6 

55 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

出力運転中の制御棒の異常な引抜きに対し、2 次ピー

クが現れるまでの事象推移、及び 2 次ピークが現れるメ

カニズムについて説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 14 

56 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

１次・2 次冷却材流量増大、主冷却器空気風量の増大に

関し、それぞれの流量/風量の設定値について説明する

こと。また、主冷却器空気風量の増大に関し、入口空気

温度の設定値について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 20 

57 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

37 第 287 回 

燃料スランピング事故はステップ状の反応度投入事象

を想定したものとされており、現実的な想定か否かに係

わらず、「常陽」の安全評価でもステップ状の反応度投

入事象について評価すべきである。 

・第 299 回 資料 1-3 本文、別紙

2、別紙 6、別紙 20 

58 13、55 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

47 第 287 回 

配管破損の想定規模「Dt/4」と LBB 評価の関係につい

て説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 16 

59 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

47 第 287 回 

小口径配管における 12t の設定の考え方を説明するこ

と。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 16 

60 13、55 運転時の異常な過渡 ― 第 287 回 1 次冷却材漏えい量の低減機能である外管の敷設範囲 ・第 305 回 資料 1-3 別紙 4 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

（ドレン系統を含む。）及び区画について説明すること。 

61 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

漏えいナトリウムによる熱的影響の解析に用いた解析

条件について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 

62 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

既申請における１次冷却材漏えい事故におけるナトリ

ウム漏えい量の想定及び代表性について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

63 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

プラント状態と格納容器のバウンダリ等の状態につい

て説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 

64 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 44 第 287 回 

局所閉塞事故時の対応に関し、「燃料破損検出系による

検知により、その燃料破損の程度が安全上問題となる前

に、十分な時間的猶予を持って、運転員は原子炉を停止

する等の適切な措置を講じることができる」ことについ

て、「燃料破損検出系」、「安全上の問題」や「時間的猶

予」の内容を明確にすること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 19 

65 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

閉塞高さやガスジェット熱伝達率の設定について説明

すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 18 

66 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

燃料取替取扱事故の想定（附属水冷却池における取扱

事故）の代表性について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

67 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

被ばく評価に使用しているインベントリ計算における

収率の設定について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

68 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

被ばく評価に使用しているよう素の移行率の設定につ

いて説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

69 4、12 地震による損傷の防

止、安全施設 ― 第 287 回 

耐震重要度分類において、旧耐震 A クラスのうち、新

耐震 B クラスに位置付けられたものの安全機能重要度

分類について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-2 別紙 2 

70 12 安全施設 
― 第 287 回 

重要安全施設について、規則解釈を踏まえ、動的機器・

静的機器の長期・短期での単一故障想定の考え方につい

て説明すること。 

・第 299 回 資料 1-2 別紙 3 

71 4、12、

59 

地震による損傷の防

止、安全施設、原子

炉停止系統 

― 
第 287 回 

第 341 回 

地震時の制御棒の挿入性について説明すること。 ・第 387 回 資料 1 

72 12 安全施設 
― 第 299 回 

発電炉の指針と試験炉の指針に基づく安全機能重要度

分類について、どのような場合に、どちらに倣うのか等

の具体的な考え方を明確にすること。 

・第 305 回 資料 1-4 

73 12、13 安全施設、運転時の

異常な過渡変化及び

設計基準事故の拡大

の防止 

― 第 299 回 

安全評価との関係について、「１次冷却材漏えい事故」

では、格納容器（床下）が窒素雰囲気であること、また、

当該エリアに床ライナがあることが前提となっており、

これらの機能について、安全機能重要度分類の考え方を

説明すること。 

・第 305 回 資料 1-4 別紙 3 

74 12 安全施設 

― 第 299 回 

「閉じ込め」、「遮蔽」、「放出低減」を一つの機能とし

て纏めている『発電炉指針』に対して、これらを異なる

機能として分割した具体的な考え方や定量的な評価に

ついて説明すること。 

・第 305 回 資料 1-2 別紙 2 

75 12、50 安全施設、原子炉制

御室等 ― 第 299 回 

「制御室外からの安全停止機能」について、施設の機

能、原子炉停止後の操作、プラントの挙動を具体的に説

明すること。 

・第 326 回 資料 1-2 別紙 6 

76 12 安全施設 
― 第 299 回 

「燃料プール水の補給機能」を MS-3 に分類しているこ

とについて、液位低下の猶予期間の評価の具体的な内容

を説明すること。 

・第 305 回 資料 1-4 別紙 3 

77 12 安全施設 
42 第 299 回 

アニュラス部排気系のダクトの単一設計となっている

箇所に関し、長期・静的に係る単一故障の仮定を除外し

ている理由について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-5 別紙 3 

78 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 299 回 

「燃料スランピング事故」における反応度添加量を

20￠に設定した根拠について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-6 別紙 20 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

79 13、55 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

－ 第 299 回 

「１次冷却材漏えい事故」において想定しているドレ

ン系統の小口径配管の破断について、その代表性を説明

すること。 

 

80 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

61 第 299 回 

「１次冷却材漏えい事故」時の熱的影響評価について、

使用した計算コード、漏えいした冷却材の初期温度、ナ

トリウム燃焼率の初期値の設定根拠を説明すること。 

 

81 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

44 第 299 回 

原子炉を安全に停止する観点で、保安規定に定める燃

料破損検出系の運転上の制限値の妥当性を説明するこ

と。 

・第 305 回 資料 1-6 別紙 19 

82 12 安全施設 

― 第 305 回 

環境条件の想定における中性子照射量の設定に関し、

想定した炉心、これまでの炉心の照射履歴及びＭＫ－Ⅲ

炉心から装荷した遮へい集合体による影響、並びに炉内

燃料貯蔵ラック内の燃料による影響について定量的に

説明すること。 

・JY-30-4（2019 年 12 月 13 日） 

83 12 安全施設 ― 第 305 回 
中性子照射量の計算結果に関し、実測値を用いた計算

の検証についても説明すること。 

・JY-30-4（2019 年 12 月 13 日） 

84 12、53 安全施設、多量の放

射性物質等を放出す

る事故の拡大の防止 
― 第 305 回 

原子炉冷却材バウンダリの試験又は検査に関し、第 53

条において冷却材漏えいに伴う液位喪失のシーケンス

があること、及び高速炉の特徴によりエルボ部の破損が

想定されることを踏まえた検査の考え方を説明するこ

と。 

・第 314 回 資料 1-6 別紙 2 

85 12 安全施設 ― 第 305 回 
リークジャケットにおける健全性確保の考え方を整理

して説明すること。 

・第 314 回 資料 1-6 別紙 2 

86 12 安全施設 ― 第 305 回 
逆止弁における健全性確保の考え方を整理して説明す

ること。 

・第 314 回 資料 1-6 別紙 2 

87 12 安全施設 77 第 305 回 
アニュラス部排気ダクトの修復に関し、具体的な対応

を説明すること。 

・第 314 回 資料 1-5 別紙 3 

88 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 

― 第 305 回 

１次ナトリウム純化系、１次オーバフロー系及び１次

ナトリウム充填・ドレン系が耐震Ｂクラスであることに

対し、Ss 相当の地震によりこれらが破損し、放射性物質

を含む冷却材が格納容器内に放出される状態の考え方
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

を説明すること。 

89 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 

 

― 第 305 回 

窒素雰囲気の維持機能に係る施設の耐震重要度の考え

方を説明すること。 

 

90 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 

― 第 305 回 

２次ナトリウム純化系、２次補助冷却系及び２次ナト

リウム充填・ドレン系が耐震Ｂクラスであることの妥当

性を説明すること。 

 

91 4 地震による損傷の防

止 
― 第 305 回 

耐震Ｂクラス施設のうち、波及的影響等で耐震Ｓクラ

ス相当のものとして取り扱うものを明確にすること。 

 

92 4 地震による損傷の防

止 
― 第 305 回 

原子炉カバーガス等のバウンダリが耐震Ｂクラスであ

ることの妥当性を説明すること。 

 

93 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 305 回 

燃料破損検出計による異常検知時の対応を資料に記載

すること。 

・第 314 回 資料 1-7 別紙 19 

94 32 炉心等 ― 第 309 回 
燃料集合体の湾曲拘束による応力評価に関し、具体的

な評価条件を説明すること。 

・第 319 回 資料 1-4 別紙 12 

95 32 炉心等 ― 第 309 回 
燃料集合体に関する地震時の評価（群振動を含む。）を

示すこと。 

・第 319 回 資料 1-4 別紙 10 

96 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 ― 第 309 回 

放射性廃ガス中の放射性物質の濃度の測定に関し、使

用する機器、測定位置及び測定線種について説明するこ

と。 

・第 326 回 資料 1-4 別紙 2 

97 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

液体廃棄物の移送配管に対する漏えい対策を説明する

こと。 

・第 319 回 資料 1-2 別紙 2 

98 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

液体廃棄物処理系統に関し、大洗研究所廃棄物管理施

設との境界を明示すること。 

・第 319 回 資料 1-2 別紙 4 

99 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 ― 第 309 回 

液体廃棄物に関し、高レベルの廃液が、誤って低レベ

ルの系統に混入した場合の影響及び対応について説明

すること。 

・第 319 回 資料 1-2 別紙 6 

100 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

液体廃棄物処理系統図における廃液受入元と液体廃棄

物の主な発生源の関係について説明すること。 

・第 319 回 資料 1-2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

101 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 ― 第 309 回 

気体廃棄物のうち、冷却材中の不純物に起因する 41Ar

の生成の影響を説明すること。 

 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

102 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

気体廃棄物のうち、41Ar と 14C を無視できると判断した

根拠を説明すること。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

103 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

廃液運搬車の取扱いを説明すること。 ・第 319 回 資料 1-2 別紙 5 

104 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

固体廃棄物について、HTTR を参考に固体廃棄物のフロ

ー図を追加すること。 

・第 319 回 資料 1-2 

105 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
― 第 309 回 

固体廃棄物の貯蔵形式について、容器ごとに概要と具

体的な使用方法を記載すること。 

・第 319 回 資料 1-2 別紙 7 

106 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 
36 第 309 回 

「ＥＤＡＳ」コードについて説明すること。  

107 22 放射性廃棄物の廃棄

施設 ― 第 309 回 

液体廃棄物の漏えい拡大防止措置に関し、せき内容積

が廃液タンク容量を下回る場合における運用管理の位

置付けを説明すること。 

・第 319 回 資料 1-2 別紙 3 

108 24 工場等周辺における

直接ガンマ線等から

の防護 

― 第 309 回 

原子炉附属建物の評価において、原子炉停止 2 日後を

想定した根拠を説明すること。 

・第 334 回 資料 2-7 別紙 2 

109 24 工場等周辺における

直接ガンマ線等から

の防護 

― 第 309 回 

原子炉附属建物の評価において、放射化した構造材、

付着した放射化ナトリウムの影響を説明すること。 

・第 334 回 資料 2-7 別紙 2 

110 24 工場等周辺における

直接ガンマ線等から

の防護 

36 第 309 回 

「QAD-CGGP2R」、「ANISN」及び「G-33GP2R」コードにつ

いて説明すること。 

 

111 25 放射線からの放射線

業務従事者の防護 
― 第 309 回 

炉上部ピットについて、原子炉停止 1 時間後に立入禁

止区域を解除することの根拠を説明すること。 

・第 319 回 資料 1-3 別紙 2 

112 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 314 回 

実用炉と異なり、格納容器破損モードを選定せず、炉

心損傷防止措置の有効性評価の対象に選定した評価事

故シーケンスに対して格納容器破損防止措置を講じて

有効性を評価していることの考え方を説明すること。 

・第 375 回 資料 2 別紙 1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

113 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

 

― 第 314 回 

設計基準を超える自然現象の想定の基本的な考え方に

ついて、具体的に説明すること。 

・第 375 回 資料 2 別紙 1 

114 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 314 回 

評価事故シーケンスの選定において代表性を指標とし

ていることに対し、PRA の結果を提示すること。 

・第 375 回 資料 2 別紙 1 

115 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 314 回 

異常事象の抽出に当たり、補機冷却設備が故障した場

合について説明すること。 

・第 375 回 資料 2 別紙 1 

116 58 計測制御系統施設 ― 第 314 回 
十分な測定範囲及び期間にわたり監視及び記録できる

ことに対し、具体的な内容を説明すること。 

・第 326 回 資料 1-5 別紙 3 

117 12 安全施設 ― 第 314 回 
共用設備に関し、後段規制における管理について説明

すること。 

・第 334 回 資料 2-5 別紙 4 

118 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 319 回 

自然現象及び敷地又はその周辺において想定される原

子炉施設の安全性を損なわせる原因となるおそれがあ

る事象であって人為によるもの（以下「人為事象」とい

う。）の事象選定に関し、国内外の基準及び敷地の特徴

を踏まえて選定していることを説明すること。 

・第 334 回 資料 2-4 別紙 1 

119 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 ― 第 319 回 

選定した自然現象及び人為事象に対して、「常陽」や大

洗研究所の環境に関する情報を網羅的に収集し、安全機

能への影響について説明すること。 

・第 334 回 資料 2-4 別紙 6、7 

・第 375 回 資料 4 別紙 4、5、8、

10 

120 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 319 回 

気象データに関し、申請後も含めた最新のデータを示

すこと。 

・第 334 回 資料 2-4  

121 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 319 回 

航空機落下に関し、近日中に規制庁より発行される報

告書に基づく評価結果を示すこと。 

・第 375 回 資料 4 別紙 6 

122 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 319 回 

小型航空機の衝突における係数に関し、堅固であると

判断した根拠を説明すること。 

・第 341 回 資料 1-4 別紙 5 

123 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 319 回 

自然現象の組合せに関して、具体的に説明すること。 ・第 334 回 資料 2-4 別紙 3 

124 22 放射性廃棄物の廃棄 103 第 319 回 廃液運搬車を用いた場合の作業管理の所掌について説 ・第 334 回 資料 2-6 別紙 6 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

施設 明すること。 

125 25 放射線からの放射線

業務従事者の防護 
111 第 319 回 

炉上部ピットの立入禁止区域の解除に関し、設置許可、

設工認、保安規定での要求事項の関係を説明すること。 

・第 334 回 資料 2-8 別紙 2 

126 32 炉心等 
95 第 319 回 

燃料集合体に関する地震時の評価において、鉛直方向

への跳び上がりがないとしていること、及び応力評価条

件となる地震応答解析について説明すること。 

・第 341 回 資料 1-3 別紙 11 

127 32 炉心等 95 第 319 回 
燃料集合体に関する地震時の評価において、実用炉と

同様に 2 次応力も考慮した評価を示すこと。 

・第 341 回 資料 1-3 別紙 11 

128 32 炉心等 94 第 319 回 
燃料集合体の湾曲拘束による応力評価の妥当性を説明

すること。 

・第 341 回 資料 1-3 別紙 13 

129 18、

53、59 

安全保護回路、多量

の放射性物質等を放

出する事故の拡大の

防止、原子炉停止系

統 

14 第 326 回 

原子炉保護系の多重性及び独立性の確保に係る説明に

際し、後備炉停止系用論理回路との関係も説明するこ

と。 

・第 387 回 資料 1 

130 18 安全保護回路 

― 第 326 回 

「駆動源の喪失、系統の遮断その他の不利な状況」に

は、電力の喪失だけでなく、計装用空気の喪失等も含ま

れる。電力の喪失以外の要因で、安全保護回路の論理回

路が遮断される場合には、これらについて説明するこ

と。 

・第 341 回 資料 1-5 別紙 3 

131 50 原子炉制御室等 ― 第 326 回 
中央制御室空調再循環運転に関し、低汚染モードと高

汚染モードの使い分けの基準について説明すること。 

・第 341 回 資料 1-7 別紙 4 

132 50 原子炉制御室等 

― 第 326 回 

中央制御室空調再循環運転時における中央制御室居住

可能時間が、「設計基準事故時に中央制御室に一定期間

とどまれること」に対して、十分であることを説明する

こと。 

・第 341 回 資料 1-7 別紙 4 

133 50 原子炉制御室等 ― 第 326 回 
中央制御室外で発生した火災の燃焼ガスやナトリウム

エアロゾルの影響について説明すること。 

・第 341 回 資料 1-7 別紙 4 

134 50 原子炉制御室等 ― 第 326 回 
「容易に避難できること」を、避難ルートの明示等に

より、具体的に説明すること。 

・第 341 回 資料 1-7 別紙 5 

135 50、53 原子炉制御室等、多

量の放射性物質等を ― 第 326 回 

第 53 条（多量の放射性物質等を放出する事故の拡大の

防止）において想定する事象時における中央制御室の居

住性について説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

放出する事故の拡大

の防止 

136 8、50 火災による損傷の防

止、原子炉制御室等 
― 第 326 回 

中央制御室に対する火災発生防止対策及び消火設備に

ついて説明すること。 

 

137 23 保管廃棄施設 
― 第 326 回 

これまでの運転実績等も踏まえ、放射性固体廃棄物の

発生量及び搬出量を考慮して、将来的にも、放射性固体

廃棄物を保管廃棄及び管理できることを説明すること。 

・第 341 回 資料 1-6 別紙 2 

138 23 保管廃棄施設 ― 第 326 回 
ドラム缶等の容器に入れて保管する等の方法に対し

て、具体的な内容を説明すること。 

・第 341 回 資料 1-6 別紙 3 

139 22、23 放射性廃棄物の廃棄

施設、保管廃棄施設 
― 第 326 回 

放射性固体廃棄物ＡとＢの基準を明示すること。 ・第 334 回 資料 2-6 別紙 8 

・第 341 回 資料 1-6 別紙 3 

140 23 保管廃棄施設 ― 第 326 回 金属ナトリウムの処理に関し、具体的に説明すること。 ・第 341 回 資料 1-6 別紙 4 

141 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 ― 第 334 回 

規則の第一項は、重要安全施設に限らず、全ての安全

施設に対して安全機能を損なわないことを要求してい

ることを踏まえて説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 1 

142 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

外部火災の二次的影響（ばい煙等）について説明する

こと。 

・第 375 回 資料 3 別紙 18 

143 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

近隣工場等の火災において、対象としている高圧ガス

貯蔵設備の考え方を説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 7 

144 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

外壁温度の評価結果に関し、当該温度条件下での建物

内の温度（作業環境を含む。）を説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 11 

145 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

森林火災の評価に関し、マツの物性値を使用すること

が保守的となることを定量的に説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 3 

146 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

延焼経路の傾斜等の実地調査結果に関し、その内容及

び評価における設定の妥当性を説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 5 

147 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

火炎到達時間に関し、風速以外の気象条件についても

説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 5 

148 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 ― 第 334 回 

風速に対する係数に関し、平地及び緩やかな斜面かつ

樹木があまり密集していない条件が「常陽」に適用でき

ることを具体的に説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 4 

149 6 外部からの衝撃によ ― 第 334 回 防火帯の設定に当たり、火線強度の評価が保守的とな ・第 375 回 資料 3 別紙 5、17 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

る損傷の防止 っているか説明すること。また、防火帯における可燃物

の管理の考え方を説明すること。 

150 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

建物外壁コンクリート温度の初期値の設定の考え方を

具体的に説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 9 

151 6、50 外部からの衝撃によ

る損傷の防止、原子

炉制御室等 

133 第 334 回 

敷地内の他のナトリウム取扱施設からの影響を説明す

ること。 

・第 341 回 資料 1-7 別紙 4 

・第 375 回 資料 3 別紙 18 

152 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

航空機落下による火災において、天井スラブの評価に

ついて説明すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 15 

153 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
― 第 334 回 

航空機落下による火災において、最も厳しい条件以外

の影響評価結果も記載すること。 

・第 375 回 資料 3 別紙 15 

154 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 
121 第 334 回 

気象データ等の最新知見を反映した結果を説明するこ

と。 

・第 375 回 資料 3 別紙 5、15 

155 44 燃料体等の取扱施設

及び貯蔵施設 ― 第 334 回 

放射線量の異常の検知に関して、照射燃料集合体の冷

却期間が規定されていないことや破損燃料を取り扱う

可能性があることを踏まえ、どのような異常を検知でき

る設計としているのか説明すること。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

156 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 334 回 

第一使用済燃料貯蔵建物及び第二使用済燃料貯蔵建物

の貯蔵設備におけるリスクについて説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

157 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 334 回 

可搬式ポンプ及びホースに関し、資機材の故障等が生

じた際の対策について説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

158 6 外部からの衝撃によ

る損傷の防止 ― 第 334 回 

事象選定について、隕石・人工衛星の落下、気象現象

（高温）、静振に関する検討結果を定量的に説明するこ

と。 

・第 375 回 資料 4 別紙 1 

159 6、18 外部からの衝撃によ

る損傷の防止、安全

保護回路 

― 第 334 回 

落雷に関し、雷サージによる安全保護系への影響につ

いて説明すること。 

・第 375 回 資料 4 別紙 5 

160 12 安全施設 ― 第 334 回 
共用設備の管理について、管理の抜けがないことを容

易に理解できるように説明すること。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

161 8 火災による損傷の防

止 ― 第 341 回 

火災による損傷の防止における火災防護対象機器の選

定について、個別の機器を抽出した上で、当該機器ごと

に考え方を説明すること。 

・第 375 回 資料 1 別紙 1 

162 8 火災による損傷の防

止 ― 第 341 回 

実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護に係る

審査基準に基づき放射性物質の貯蔵機能について説明

すること。 

・第 375 回 資料 1 別紙 1 

163 60 原子炉格納施設 
― 第 341 回 

トランスファロータ収納部及び貫通配管等の格納容器

バウンダリについて具体的に説明すること（隔離弁の配

置を含む。）。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

164 60 原子炉格納施設 ― 第 341 回 
原子炉保護系（アイソレーション）作動時の隔離弁の

動作及びその考え方について説明すること。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

165 60 原子炉格納施設 ― 第 341 回 隔離弁の手動操作の判断基準について説明すること。 ・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

166 60 原子炉格納施設 
― 第 341 回 

格納容器の漏えい率に関し、設計漏えい率と設計基準

事故の評価における漏えい率の関係について説明する

こと。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

167 23 保管廃棄施設 137 第 341 回 
放射性固体廃棄物の発生実績に基づき適切に運用管理

することを説明すること。 

・JY-107-1（2021 年 12 月 24 日） 

168 8 火災による損傷の防

止 
― 第 375 回 

火災防護対象機器の選定の妥当性について説明するこ

と。 

 

169 8 火災による損傷の防

止 
― 第 375 回 

火災防護対象機器について、個別の機器を抽出する際

の考え方を説明すること。 

 

170 8 火災による損傷の防

止 
― 第 375 回 

不燃性材料（金属材料）に関し、ナトリウム燃焼下に

おける腐食について説明すること。 

・第 381 回 資料 1-1 別紙 2 

171 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 375 回 

１次オーバフロー系の異常を異常事象に選定していな

い理由を説明すること。また、コンクリート遮へい体冷

却系の異常を起因として原子炉停止に至る事故シーケ

ンスや中間熱交換器伝熱管破損を起因として原子炉停

止に至る事故シーケンスについて、格納容器破損防止と

の関係を含めて説明すること。 

・第 381 回 資料 1-2 別紙 2 

172 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 375 回 

異常事象のグループ化の考え方を説明すること。 ・第 381 回 資料 1-2 別紙 2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

173 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 375 回 

実用炉の例も参考に、深層防護の基本的考え方及び全

体像を説明すること。 

・第 381 回 資料 1-2 別紙 1 

174 8 火災による損傷の防

止 ― 
第 381 回 

第 400 回 

ナトリウム燃焼への対策に関し、漏えい箇所、漏えい

規模の想定等の基本的な設計方針について説明するこ

と。 

 

175 8 火災による損傷の防

止 
― 第 381 回 

ナトリウム漏えい時の対応手順や必要な要員等につい

て、タイムチャートを用いて説明すること。 

 

176 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 381 回 

海外炉の知見として得られた ULOS の考慮について、説

明すること。 

・第 400 回 資料 1 

177 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 381 回 

TIB（瞬時完全閉塞）の想定について、説明すること。 ・第 392 回 資料 1 

178 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
14，129 第 381 回 

常用設備や設計基準事故対処設備を BDBA に対する措

置として使用する場合、その信頼性について説明するこ

と。特に、後備炉停止系は、主炉停止系と同一の構造で

あることを踏まえ、信頼性の確保の仕方を説明するこ

と。 

・第 387 回 資料 1 

179 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 381 回 

国外の先進的な受動的炉停止機構に関し、研究開発段

階のものと実機に実装されているものを区別した上で、

「常陽」への適用性について説明すること。 

 

180 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

79 第 381 回 

設計基準事故と BDBA における１次冷却材漏えいの破

損箇所及び破損規模の想定の相違について説明するこ

と。 

・第 400 回 資料 1 

181 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 387 回 

後備炉停止系の信頼性に関し、トリップ信号及び保護

回路の多様性並びに電源の信頼性について説明するこ

と。 

・第 400 回 資料 1 

182 53、59 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止、原子炉停

14 第 387 回 

共通原因故障に関し、体系的・網羅的に選定したプロ

セスが明確になるよう、励磁電源の遮断、消磁、ラッチ

機構の切離し、制御棒の挿入等の各プロセスに関連付け
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

止系統 て説明すること。 

183 53、59 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止、原子炉停

止系統 

― 第 387 回 

「スプリング加速が無くとも制御棒は自重落下し炉心

損傷に至らない」ことに関し、制御棒の挿入時間が長く

なっても炉心損傷が防止されることを説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

184 59 原子炉停止系統 ― 第 387 回 
制御棒等の駆動系の狭隘部における異物の侵入の可能

性及び異物が侵入した場合の影響を説明すること。 

 

185 59 原子炉停止系統 

― 第 387 回 

「もんじゅ」における Na 液位上昇により生じた微調整

棒駆動機構の荷重増加事象に関し、「常陽」でも同様に

Na 液位の上昇が想定されるのか説明すること。また、Na

液位の上昇が想定される場合は、その影響を説明するこ

と。 

 

186 4、12、

59 

地震による損傷の防

止、安全施設、原子

炉停止系統 

71 第 387 回 

スクラム試験の検証解析に関し、加振時の結果を提示

すること。 

・第 427 回 資料 1-3 

187 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 387 回 

評価事故シーケンスが評価事故シーケンス以外の事故

シーケンスを代表することを説明すること。 

 

188 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 387 回 

１次主循環ポンプ軸固着を起因とした評価事故シーケ

ンスは、異常事象により 1 ループのポニーモータの運転

に従属的に失敗することを踏まえて、評価を説明するこ

と。 

・第 419 回 資料 2-2 

189 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 387 回 

冷却材の沸騰を回避できる対策（ボイド係数や炉心流

量の改善等）について、検討すること。 

・第 400 回 資料 1 

190 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 387 回 

「ボイド反応度がほぼ全炉心で負」としていることに

関し、正となる領域及び程度並びに事象進展に与える影

響を説明すること。 

・第 400 回 資料 1 

191 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 392 回 

SIMMER に関し、重要現象を解析で模擬するモデルの妥

当性確認について、小規模な模擬実験等による検証のみ

行われており、実スケールでの実機模擬度の高い実験デ

・第 395 回 資料 2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

ータで検証されていないことに対する考え方や取り扱

いを説明すること。 

192 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 392 回 

不確かさの影響評価に関し、機械的エネルギーを保守

的に評価する観点で 2 次元体系での評価のみで良いの

か、また、保守性、評価精度、説明性の観点を含めて、

機械的エネルギーを保守的に評価する他の方法がない

か検討すること。 

・第 395 回 資料 2 

193 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 392 回 

UTOP の有効性評価が ULOF に包絡されることに関し、

機械的エネルギーの発生値も含めて事象推移全体に係

る包絡性について説明すること。また、最終的に事象を

収束させるための安定状態に導く手順も説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

194 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 392 回 

UTOP の遷移過程において、炉心下部の閉塞が不完全な

部分から流入するナトリウムとの FCI によって炉心物

質の分散が生じていることに関し、この現象の不確かさ

の影響について説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

195 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 392 回 

制御棒連続引抜き阻止インターロックに関し、基本構

成、時間に関する精度、作動条件、待機条件等、詳細設

計に必要となる基本設計の内容を明確にして説明する

こと。 

・第 424 回 資料 1-1 

196 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 392 回 

自主対策として整備することとしている現場対応班員

による制御棒駆動機構の軸の回転操作に関し、現場への

アクセス性、作業性、被ばく管理の方法等について説明

すること。 

・第 427 回 資料 1-2 

197 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 392 回 

LF において、異常事象により燃料要素が破損し、さら

に、炉心損傷防止措置が機能しないことを仮定した場

合、炉心の著しい損傷に至る可能性があるとしている

が、その可能性はどの程度か。また、炉心の著しい損傷

に至る場合、燃料破損検出系による破損検出時間と比

べ、事象進展速度は、どの程度か説明すること。 

・第 400 回 資料 1 

198 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

核分裂生成物の炉内蓄積量に関し、発電炉と比較を説

明すること。 

・第 400 回 資料 1 

199 53 多量の放射性物質等 ― 第 395 回 FMEA 評価等に基づいて、運転時の異常な過渡変化及び ・第 400 回 資料 1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

を放出する事故の拡

大の防止 

設計基準事故の事象選定に抜け漏れがないことを説明

すること。 

200 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

深層防護の考え方に基づく、BDBA の事象選定のプロセ

ス及び想定の網羅性（諸外国におけるナトリウム冷却型

高速炉の事故事象の比較・検討を含む。）並びに措置の

信頼性を説明すること。 

・第 400 回 資料 1 

201 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

主炉停止系制御棒挿入に失敗する状況においても、後

備炉停止制御棒が動作可能であることに関し、設計や設

備の信頼性、機器の故障率データの積上げなどを含めて

説明すること。 

・第 400 回 資料 1 

202 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

SIMMER を始めとする一連の解析手法を説明すること。 ・第 400 回 資料 1 

203 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 395 回 

大規模損壊対策の検討に当たり、前提とした施設の損

壊状態及びその結果としてどのような核種の種類と量

がどのような経路で環境に放出されることを想定して

いるか可能な限り検討した上で対策の実現性を説明す

ること。 

・第 400 回 資料 1 

204 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 395 回 

配管（内管）と配管（外管）破損の従属性を含めた破

損の想定の考え方を説明すること。また、破損口面積に

関し、最適評価を基本としつつ、初期欠陥の想定及び温

度・圧力の設定において、保守的な評価を行っているこ

とを説明すること。 

・第 400 回 資料 1 

205 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

LORL及び PLOHSの格納容器破損防止措置の有効性評価

において、炉心頂部露出時点で損傷炉心物質全量が安全

容器に移行すると仮定していることに関し、炉心損傷過

程における事象推移の扱いに係る考え方を示すこと。 

 

206 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

損傷炉心物質の安全容器への移行後の臨界性に係る評

価結果を説明すること。 

・第 419 回 資料 2-1 

207 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡 ― 第 395 回 

安全板の動作の信頼性に関し、設置位置、構造及び配

管部におけるナトリウム凝縮による閉塞の防止等につ

いて説明すること。また、モックアップ試験等により信

・第 424 回 資料 1-1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

大の防止 頼性を実証することについても検討すること。 

208 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

ヒートシンク材の材料等について説明すること。 ・第 400 回 資料 1 

209 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

「常陽」における自然循環試験の実績を説明すること。 ・第 400 回 資料 1 

210 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

格納容器応答過程に関し、放熱の計算条件等の解析の

詳細について説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

211 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 395 回 

SBO 時及び無停電電源喪失後の主冷却機のベーン・ダ

ンパの操作及び操作における過冷却の防止並びに手動

操作の実績等について説明すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

212 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 400 回 

原子炉停止機能喪失事象の炉心損傷頻度について、実

用発電用原子炉との比較も含めて詳細に説明すること。 

・第 403 回 資料 1 

213 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 400 回 

BDBA における敷地周辺の実効線量の評価値を示すこ

と。なお、評価値が発生事故当たり 5mSv を超える場合

は、対策の考え方を説明すること。 

・第 403 回 資料 1 

214 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 400 回 

大規模損壊における Cs-137 の放出量評価に関し、放射

性物質の移行経路や除去割合等を含めた詳細を説明す

ること。また、格納容器の健全性が確保できない場合の

現実的な放出量を示すこと。なお、その場合には、冷却

材ナトリウムによるセシウムの保持特性等の評価を最

適化することも考えられる。 

・第 403 回 資料 1 

215 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 400 回 

反応度挿入率の簡易評価に関し、重力コンパクション

による簡易評価で基本ケースの 30＄/s に至らない場合

は、その差分の理由（スロッシング挙動等）について説

明すること。 

・第 403 回 資料 1 

216 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡
― 第 400 回 

反応度挿入率に関し、不確かさの影響評価ケースの 80

＄/s は非常に大きく、実験的な検証による妥当性とい

・第 413 回 資料 1 及び資料 2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

大の防止 うより、仮想的な条件による保守的な解析であることの

説明が重要であり、現在の不確かさの影響評価ケースの

位置付けについて議論する必要がある。 

217 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 400 回 

機械的エネルギーの解析では極めて短時間での炉心物

質の混合、炉心上部構造への凝縮等による熱損失等を解

析しているが、これらの短時間で生じる事象に関する

SIMMER の適用性を説明すること。また、炉心の損傷状態

による不確かさの影響についても説明すること。 

・第 403 回 資料 1 

218 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 403 回 

CONTAIN-LMR のモデル及び妥当性確認並びに CONTAIN-

LMR によるエアロゾルの移行挙動を含む格納容器応答

過程の解析について説明すること。 

・第 417 回 資料 1 及び資料 2 

219 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 403 回 

ナトリウム中のセシウムの保持率に係る炉外試験の規

模（ナトリウムプール高さ、ナトリウム量、セシウム量、

ナトリウム温度等）と「常陽」の条件を比較し、「常陽」

に適用できるのか説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

220 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 403 回 

機械的応答過程における FCI やナトリウムスラグの加

速による過渡圧力の実験検証について説明すること。 

・第 413 回 資料 1 及び資料 2 

221 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 403 回 

即発臨界超過時には複雑な形状で急速な物質の移動が

生じていることから、短時間での急速な過渡における

SIMMER の核特性解析の妥当性を説明すること。 

・第 413 回 資料 1 及び資料 2 

222 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 408 回 

多量の放射性物質等を放出する事故を超える事象への

対応について、機構及び大洗研究所全体での体制を説明

すること。 

 

223 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 413 回 

有効性評価における全ての評価項目と評価指標の対応

について説明すること。また、評価項目の具体的な判断

基準についても説明すること。 

・第 417 回 資料 1 及び資料 2 

224 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 413 回 

SAS4A の妥当性確認で抽出された不確かさの影響評価

の詳細について説明すること。 

・第 417 回 資料 3 及び資料 4 

225 53 多量の放射性物質等 ― 第 413 回 再配置・冷却過程に係る損傷炉心物質の炉心からの流 ・第 417 回 資料 3 及び資料 4 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

を放出する事故の拡

大の防止 

出の不確かさ及び不確かさの影響評価について説明す

ること。 

226 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

221 第 413 回 

SIMMER における損傷炉心の核的挙動の計算について、

試験解析等により妥当性を確認した結果として、最適評

価を適用することを結論として明記すること。 

・第 417 回 資料 2 

227 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 413 回 

FCI挙動は THINA試験で SIMMERの妥当性を評価してい

るが、この他の実験的知見も含めて、「常陽」の炉心損

傷過程における状態へのこれらの実験的知見の適用性

を説明すること。また、FCI の最大圧力を約 80atm とす

ることの妥当性を説明すること。 

・第 417 回 資料 3 及び資料 4 

228 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 413 回 

SIMMER の有効性評価への適用性に関して、不確かさの

影響評価において、FCI、スロッシングの不確かさを包

絡する保守的な設定となっていることを確認するため、

不確かさの影響評価の検討過程における感度解析等に

ついて、定量的又は定性的に説明すること。例えば、FCI

の発生時期や発生位置の影響をどのように把握し、不確

かさの影響評価の条件を設定したのか、及び 2 次元円筒

座標系での計算（スロッシング挙動、流動性の仮定を含

む。）において十分な保守性を考慮していることの説明

が必要である。 

・第 417 回 資料 2-1 

229 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 413 回 

機械的エネルギー3.6MJ の場合に格納容器（床上）にナ

トリウムが噴出しないことの評価について、機械的な応

答の計算の詳細を説明すること。 

・第 417 回 資料 3 及び資料 4 

230 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 413 回 

SAS4A から SIMMER-Ⅲへのデータの引継ぎにおいて、初

期条件として損傷燃料を炉心中心に設定していること

の妥当性等、境界条件が適切に引き継がれていることを

説明すること。 

・第 417 回 資料 2 

231 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

223 第 417 回 

Cs-137 の放出量の判断基準について、「常陽」の出力規

模も考慮して、「100TBq を十分に下回ることを目標とす

る。」とすることを検討すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

232 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡
― 第 417 回 

MK-Ⅱ自然循環試験解析で空気冷却器の空気温度及び

空気流量を境界条件に設定している。MK-Ⅲでは主冷却

・第 421 回 資料 1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

大の防止 器を交換しており、この影響も含め、「常陽」の実機デ

ータによる検証ともんじゅのデータによる検証の組み

合わせの適切性も考慮して、自然循環を評価する上での

妥当性を十分に説明すること。 

233 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

デブリベッド冷却性炉内試験 D10 におけるデブリベッ

ドの発熱条件、厚み、粒径、空隙率及び冷却材ナトリウ

ムの流動等の条件が「常陽」の有効性評価に適用できる

ことを説明すること。また、デブリベッド冷却性の有効

性評価の解析において、デブリベッドの発熱条件、厚み、

空隙率等の設定について、不確かさの扱いも含めて妥当

性を説明すること。併せて、燃料とスティールの完全混

合を想定していることの妥当性を説明すること。 

・第 419 回 資料 2-1 

234 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

ASFRE の妥当性確認に関し、閉塞物を模擬した体系で

の検証解析を実施していないことについて、閉塞のない

体系での妥当性確認で必要な要件を満足することを閉

塞物高さの想定も含めて説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

235 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

有効性評価の説明において、FLUENT における炉内構造

物のモデル化等の解析体系、メッシュ分割の依存性、発

熱条件等の設定の妥当性を説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

236 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

有効性評価の説明において、CONTAIN-LMR によるセシ

ウムエアロゾルの挙動の評価の考え方について、保守性

も含めて説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

237 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

ナトリウム－コンクリート反応試験に使用したコンク

リート組成のデータをもとに設定した FRACV が有効性

評価に適用できることを、コンクリート組成による

FRACV の評価の不確かさも含めて明記すること。 

 

238 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
221 第 417 回 

STN ケースの解析による確認については、燃料凝集の

事象推移、時間オーダ及び改良型準静近似法の説明を含

めて、詳細に説明すること。また、「常陽」の即発臨界

超過状態のαモード近似（遅発中性子を無視）及びλモ

ード近似（即発中性子を無視）によるスナップショット

法での比較から、改良型準静近似法は、反応度及び中性

子スペクトルともに整合した結果を与えることを確認

・第 419 回 資料 2-1 



25 

 

番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

したとされているが、この結果により、SIMMER の空間依

存動特性モデルの不確かさが小さいと判断できること

について、詳細に説明すること。 

239 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
229 第 417 回 

機械的エネルギーの発生量を 1.8MJ 又は 3.6MJ と評価

していることに関し、即発臨界超過に伴い発生したエネ

ルギーが機械的エネルギーに変換されるまでの過程の

中で、どこにエネルギーが散逸しているのか、エネルギ

ー収支を定量的に示すこと。 

・第 419 回 資料 2-1 

240 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 417 回 

「常陽」の有効性評価は、発電炉の有効性評価と差異

があり、特に炉心損傷時の再臨界は課題である。有効性

評価の説明では、評価指標、判定基準等について、発電

炉との違いも明確にしたうえで、説明すること。 

・第 419 回 資料 2-2 

241 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 419 回 

溶融燃料と溶融スティールの流動を別の速度場で解析

していることに関し、水を用いたスロッシング挙動試験

や鉛ビスマスを用いた高密度 2 相プールの流動挙動試

験の検証解析による妥当性確認が適用できることの説

明を補強すること。 

・第 421 回 資料 1 

242 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 419 回 

炉心物質の流動性は低いが、保守的な解析条件として

溶融スティールと同様に流動するものとしていること

に関し、炉心物質の流動を最適評価とした場合の事象推

移を説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

243 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 419 回 

即発臨界超過に伴い発生するエネルギーの評価では、

保守的に燃料の集中を想定していることに関し、燃料凝

集量又は燃料凝集速度と反応度投入率又は発生エネル

ギーの関係が客観的に妥当と判断できることを説明す

ること。様々な考察や事象の特徴を踏まえて検討するこ

と。 

・第 421 回 資料 1 

244 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 233 第 419 回 

デブリベッドの冷却性に関し、デブリベッドの厚み、

粒子径、空隙率の設定によって熱容量や等価熱伝導率が

変わるため、有効性評価において、実験での粒子径や空

隙率に係るデータのばらつきも考慮して、これらが原子

炉容器温度に及ぼす影響を説明すること。また、デブリ

ベッドが不均一に堆積した場合の影響も説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

245 53 多量の放射性物質等 233 第 419 回 「常陽」の下部プレナムの高さにおいて、損傷燃料が ・第 421 回 資料 1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

を放出する事故の拡

大の防止 

デブリ化されることを説明すること。また、FRAG 試験や

FARO/TERMOS 試験の条件と「常陽」の条件を比較し、試

験データを有効性評価に適用できることを説明するこ

と。 

246 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 419 回 

再配置冷却過程における FLUENT による解析では、境界

条件を熱流束で与えているが、径方向及び上方向それぞ

れの熱流束の設定を詳細に説明すること。また、上方向

の熱流束は、リフラックス冷却のモデル化も詳細に説明

すること。 

・第 421 回 資料 1 

247 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 419 回 

ULOF の機械的エネルギー発生において考慮すべき不

確かさについて、即発臨界超過におけるエネルギー発生

の不確かさが最も大きいと説明しているが、他の項目に

ついても、影響を確認するパラメータ、目的・着眼点、

不確かさの範囲、最適条件との違いを資料に記載し、不

確かさの影響をどのように確認しているのか示すこと。 

・第 421 回 資料 1 

248 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 419 回 

ULOF（ⅰ）と ULOF（ⅲ）の炉心平均燃料温度は、両者

ともに約 5,100℃であり、それほど差がないが、回転プ

ラグ間隙へのナトリウム蓄積量は、ULOF（ⅲ）で約

100kg、ULOF（ⅰ）で約 200kg となっており差が大きく、

この差の要因を説明すること。 

・第 421 回 資料 1 

249 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 419 回 

原子炉容器の歪の許容値及び許容変位の設定根拠につ

いて、エビデンスを含めて資料に追加すること。 

 

250 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

238 第 419 回 

SIMMER の空間依存動特性モデルの不確かさの説明を

計算コード説明書に反映すること。 

 

251 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 419 回 

措置の手順の説明に関し、個々の事象グループに対し

て、以下を明確にして説明すること。 

① どのような条件でどのように炉心が損傷するの

か。 

② 炉心の状態、炉心の著しい損傷をどのパラメータ

で判断するのか。 

③ 炉心の著しい損傷に至る前段階の過程における影
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

響緩和に係る自主対策の実施、終了の判断（時間を

含む。） 

252 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
196 第 419 回 

自主対策として整備することとしている現場対応班員

による制御棒駆動機構の軸の回転操作に関して、実施の

判断基準、要員の安全確保の対策も含めて、具体的な手

順、内容、成立性について、資機材を含めて説明するこ

と。 

・第 427 回 資料 1-2 

253 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 419 回 

１次主冷却系のサイフォンブレークに関し、運転員が

サイフォンブレークの成否をどのパラメータで確認す

るのか、また、通常運転時の閉塞を防止するための管理

等を説明すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

254 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 419 回 

１次補助冷却系のサイフォンブレークに関し、液位低

下により自動的にサイフォンブレーク弁が開くとのこ

とであるが、１次主冷却系からの漏えい時の誤開の防止

対策等を説明すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

255 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 242 第 421 回 

炉心損傷過程の現実的な事象推移において、ペレット

の割れや粉砕が生じ、それらが隙間に入り込むことによ

り燃料の可動性が高まることがないか説明すること。燃

焼燃料の特徴（組織変化及び FP ガス保持率を含む。）を

踏まえても、炉心損傷過程の現実的な事象推移が概念図

のとおりになるか考察し、結果を再度説明すること。 

・第 427 回 資料 1-1 

256 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

242 第 421 回 

燃料が焼結密度で堆積するとした保守的想定に関し、

SIMMER 解析における燃料の体積割合の設定について、

炉内試験データとの関係も含めて説明すること。 

・第 427 回 資料 1-1 

257 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

242 第 421 回 

炉心物質の粘性を考慮した場合の SIMMER による事象

推移の解析結果を説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

258 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 421 回 

非線形性のある炉心損傷事象を SIMMER で解析してい

る。本事象におけるエネルギー発生挙動の非線形性をど

のように考慮し、どのように保守的な評価としているの

か、十分に説明すること。 

・第 427 回 資料 1-1 

259 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡
243 第 421 回 

燃料凝集率と反応度挿入率の評価に関して、燃料物質

の分布等を踏まえた定量的な評価について説明するこ

・第 433 回 資料 2-1 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

大の防止 と。 

260 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 244 第 421 回 

ULOF におけるデブリベッドの冷却性評価の基本ケー

スでは、FRAG 試験のデータを平均化した粒子径を使用

しているが、試験温度が最も実機に近い FRAG4 試験の中

央値を基本ケースで使用することが適切とも考えられ

る。粒子径やポロシティの設定については、有効性評価

において議論するので、考え方を整理しておくこと。 

・第 427 回 資料 1-1 

261 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 421 回 

機械的応答過程におけるプラグ応答の評価（プラグ間

隙へのナトリウム流入量の評価）に関し、FCI 挙動の不

確かさがプラグ応答の評価に与える影響について、今後

の有効性評価において説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

262 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 ― 第 421 回 

UTOP における FCI の不確かさの影響評価について、保

守的な評価として、最も影響が大きいものを評価してい

ることを説明すること。また、ULOF と同様に、制御棒下

部案内管 2 カ所で FCI を同時に発生させた場合には、燃

料の凝集を阻害するとのことであるが、当該評価の結果

についても説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

263 43 試験用燃料体 

― 第 423 回 

設計基準事故時において、試験用燃料体が破損した場

合においても原子炉の停止機能及び炉心の冷却機能を

損なわないことについて、局所閉塞事象も含めて説明す

ること。 

 

264 43 試験用燃料体 

― 第 423 回 

燃料の最大溶融割合の定義を明確にするとともに、

30％で制限する根拠について技術資料中に説明を加え

ること。また、燃料溶融割合の運転段階での管理方法に

ついても説明すること。 

 

265 43 試験用燃料体 ― 第 423 回 年間試験回数の制限の考え方について説明すること。  

266 43 試験用燃料体 

― 第 423 回 

許可段階の燃料仕様範囲では制限を逸脱する組合せが

存在するが、設工認段階及び運転段階（保安規定）で制

限を逸脱しないことを担保する方法を明確にするとと

もに、申請書に記載すること。 

・第 433 回 資料 2-3 

267 43 試験用燃料体 
― 第 423 回 

設置変更許可段階で仕様の幅が広い先行試験要素に対

して代表性を有する値を設定できるのか。振動充填燃料

などデータの少ない燃料についてもどういった基準で
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

熱的制限値を定めるのか説明すること。 

268 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

資機材に対する設計方針において、「原則として」と記

載されているが、この設計方針に基づかないものがある

場合は、機能を喪失したとしても措置が成立するか資料

で説明すること。局所的燃料破損（LF）における資機材

（カバーガス法燃料破損検出設備）等がこの設計方針に

基づかないのであれば、燃料破損検出設備の機能分担及

び事象進展との関係を含めて、その場合でも措置が成立

することを丁寧に説明すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

269 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

主炉停止系の制御棒等、BDBA の対策において設計基準

対象設備の機能に期待しているものについては、BDBA

の事象推移における環境条件も踏まえて、当該設備の機

能に期待することの妥当性を説明すること。 

・第 427 回 資料 1-2 

270 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

１次アルゴンガス系の排気側の隔離弁の閉止を自主対

策としているが、対策に使用する設備機器及び手順、並

びに対策の効果及び位置付けについて説明すること。 

・第 427 回 資料 1-2 

271 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 424 回 

ポニーモータの関連系として非常用電源設備が記載さ

れているが、他に潤滑油系も必要となる。また、非常用

電源設備では、冷却系も必要となる。これらも含めて、

措置を機能させるために必要な設備・機器を整理して説

明すること。 

・第 427 回 資料 1-2 

272 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

SBO の場合、蓄電池の枯渇後は、少なくとも監視に必要

な電源は仮設電源から給電することになるため、仮設電

源は主な資機材に位置付けることを検討すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

273 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

LORL（ⅰ）の原子炉容器内の液位においても１次補助

冷却系出口配管からの吸い込みに必要な液位が確保さ

れていることについて説明すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

274 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 424 回 

コンクリート遮へい体冷却系は通常運転、原子炉容器

外面冷却及び安全容器外面冷却で使用することとして

いるが、事象の進展を踏まえて、それぞれの状態におけ

るコンクリート遮へい体冷却系の運転の位置付けを整

理して示すこと。 

・第 433 回 資料 2-2 
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番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

275 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 424 回 

格納容器床下を一つの区画と設定しているとのことで

あるが、漏えいナトリウムの影響範囲の拡大を抑制する

ための区画化等の対策について検討すること。 

 

276 30 通信連絡設備等 ― 第 424 回 
通信連絡設備について、複数施設の同時発災も想定し、

員数の設定根拠を技術資料に記載すること。 

 

277 28、42 保安電源設備、外部

電源を喪失した場合

の対策設備等 

― 第 424 回 

ディーゼル発電機及び蓄電池の定格容量の算出根拠に

ついて、それぞれの負荷も含めて説明すること。 

 

278 28、42 保安電源設備、外部

電源を喪失した場合

の対策設備等 

― 第 424 回 

ディーゼル発電機による電圧確立後に、非常用負荷を

投入する順序、時間を説明すること。 

 

279 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

希ガス以外のアルカリ金属等も燃料スエリングに寄与

することも考えられるので、技術資料に適切に記載する

こと。 

 

280 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 427 回 

炉心損傷過程における燃料崩落後の現実的な燃料粒子

径及び SIMMER における燃料粒子径の設定、並びに燃料

粒子径の分布等が即発臨界超過に与える影響を説明す

ること。また、燃料粒子径が燃料の流動に与える影響に

ついても定量的に説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

281 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
― 第 427 回 

炉心損傷過程における燃料の崩落の過程について、

SIMMER でどのように扱っているのか、崩落する燃料の

質量と速度等の挙動を定量的に説明すること。また、不

確かさケース 1、2 の両者についても定量的に説明する

こと。 

・第 433 回 資料 2-1 

282 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

燃料の崩落による反応度挿入とスロッシングによる反

応度挿入を定量的に説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

283 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

不確かさケース 1、2 の両者において、最終的に全炉心

の何％がスロッシングに寄与しているのか定量的に説

明すること。 

 

・第 433 回 資料 2-1 



31 

 

番号 条番号 項目 
関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

284 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

最終的な即発臨界超過に至るまでの挙動に関して、燃

料物質の発熱密度等で説明されてきたが、液面の変化や

燃料物質の凝集等を物理的、視覚的に図示して説明する

こと。 

・第 433 回 資料 2-1 

285 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

第 403 回審査会合の機械的応答過程解析の初期スティ

ール質量は、約 300kg となっているが、最終的な即発臨

界超過に至るまでの炉心におけるスティール質量の変

化についても説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

286 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

デブリベッドの粒子径に関して、妥当性確認との整合

の観点を含めて、Sauter 平均の扱いについて検討する

こと。その際に、他の保守性の考え方も含めて整理し、

保守性について分かり易く説明すること。 

 

287 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

FCI 現象におけるいわゆる Phase A に関して次回以降

の会合で説明すること。また、ナトリウムと溶融燃料の

反応によるナトリウムの蒸気爆発に係るこれまでの議

論も含めて説明すること。 

・第 433 回 資料 2-1 

288 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

後備炉停止系用論理回路の耐震設計に関して、Ss 機能

維持としているが、高速炉の停止系の重要性を十分に踏

まえて、地震に対する信頼性が確保できる耐震設計につ

いて検討すること。 

・第 433 回 資料 2-2 

289 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 

― 第 427 回 

ULOHS における制御棒駆動機構の軸の直接回転手順に

ついて、操作時間を 5 時間と見積もっているが、操作時

間の積み上げ及び根拠を技術資料に記載すること。 

 

290 59 原子炉停止系統 

― 第 427 回 

スクラム挙動解析中に地震波の最大加速度・最大変位

が入力されていること、及び水中試験をナトリウム中の

解析に適用できることについて、技術資料に記載するこ

と。 

 

291 29 実験設備等 ― 第 427 回 
第 29 条の説明において、計測線付実験装置の可動及び

落下による反応度を定量的に説明すること。 

 

          前回までに説明済       今回説明範囲 

 


